
１．内部評価の開催日

２．評価項目
　　　事前評価

１）　研究開発の目的、必要性
２）　建築研究所が実施する必要性
３）　達成すべき目標、評価の指針
４）　目標達成の可能性
５）　研究体制
６）　その他、研究課題の内容に応じて必要となる事項

３．対象課題：事前評価
　　　

1 住宅・都市 基盤
携帯型情報端末を用いた現地調査
の効率化に関する研究

24-25

　「応急危険度判定支援ツール（試用版）」について、地方自治
体が実施する判定実地訓練等において試用してもらい、ソフト
ウェア上の課題と運用面での課題をそれぞれ明らかにし、ツー
ルの改良と運用面での改善を行う。次に、携帯型情報端末が災
害時に加えて平常時の様々な建築物の調査にも活用されるた
めには、携帯型情報端末を用いた汎用性のある現地調査ツー
ルの開発が不可欠であることから、ツールの開発に資するべく、
現地調査ツールに求められる機能要件を整理し、とりまとめる。

○

※　重点：中期計画に記載する重点的研究開発課題に対応する研究課題（個別重点課題）
※　基盤：基盤的研究開発課題

種別
※

課題名 実施期間 研究課題の概要

平成24年10月9日
（独）建築研究所

　独立行政法人建築研究所は、次の日程により、平成２４年度に新たに実施を予定した研究課題について研究評価（内部評価）を実施した。内部評
価にあたっては、独立行政法人建築研究所研究評価実施要領（平成13年6月25日理事長決定）に基づき、事前評価を実施し、いずれの研究課題に
ついても実施することが適当と評価した。

平成24年度新規研究開発課題の内部評価結果

実施の可否

平成24年9月18日
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